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協会ニュース
第 80号

富津市のマザー牧場に隣接する佛母寺庭園の一部　（設計・施工　大成造園）

現
代
の
社
会
は
世
界
中
で
資
本
主
義
の
論
理
が
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
優
先
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
競
争
と
ス
ピ
ー
ド

の
日
々
に
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
り
、
人
は
皆
疲
れ
て
心
の
余
裕
を

失
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私
共
庭
造
り
に
た
ず
さ
わ
る

者
は
先
人
の
方
々
が
永
き
に
亘
り
築
い
て
守
っ
て
こ
ら
れ
た

雅
び
に
し
て
格
調
の
高
い
作
品
を
世
に
出
し
て
世
の
た
め
、
人

の
た
め
に
お
役
に
立
つ
よ
う
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
良

い
仕
事
は
、
人
を
助
け
、
人
を
思
い
や
り
、
も
て
な
し
、
勇
気

づ
け
、
い
や
し
、
元
気
を
回
復
さ
せ
る
力
の
源
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
時
代
を
超
え
て
残
っ
て
ゆ
く
古
き
良
き
作
品

は
、
し
っ
か
り
と
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
守
っ
て
ゆ
き
、
次
の
世

代
の
人
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
ゆ
く
重
要
な
仕
事
で
す
。
今
の

私
達
の
生
か
さ
れ
て
い
る
時
間
帯
は
、
だ
い
た
い
１
０
０
歳
ぐ

ら
い
ま
で
で
す
の
で
、
３
０
０
〜
５
０
０
年
と
時
代
を
超
え
て

残
っ
て
ゆ
く
庭
を
し
っ
か
り
と
守
り
な
が
ら
、
愚
直
に
謙
虚
に

懸
命
に
走
り
、
次
の
ラ
ン
ナ
ー
に
バ
ト
ン
を
渡
す
。
駅
伝
ラ
ン

ナ
ー
の
よ
う
な
立
場
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
に
は
多
種
多
様
な
民
族
の
人
々
が
生
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
を
築
い
て
生
活
し
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
人
ほ
ど
庭
園

を
活
か
し
生
活
環
境
の
ま
わ
り
を
整
備
し
芸
術
の
域
ま
で
高

め
て
暮
ら
し
て
い
る
「
世
界
に
誇
れ
る
庭
」
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
る
民
族
は
極
め
て
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し
て
、

伝
統
的
な
世
界
に
誇
れ
る
日
本
庭
園
の
良
さ
を
世
界
に
発
信

す
る
た
め
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
英
知
を
結
集
し
て
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
監
事
）

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
庭
造
り
を
！

大
成 

白
歩
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伊
藤 

一
郎 

氏
（
宮
城
県
・
泉
伊
藤
造
園
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
28
年
８
月
８
日
仙
台
市
生
ま
れ
。

18
歳
よ
り
仙
台
市
内
の
造
園
会
社
に
勤
務

し
、
25
歳
で
独
立
し
泉
伊
藤
造
園
の
屋
号

で
仕
事
を
始
め
る
。
東
北
支
部
設
立
の
母

体
と
な
っ
た
現
代
庭
園
研
究
会
に
入
会
し

研
鑽
を
積
み
つ
つ
、本
協
会
開
催
の
各
種

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
取
得
し
た
技

術
や
知
識
を
参
加
で
き
な
か
っ
た
若
手
会

員
に
伝
達
す
る
な
ど
啓
発
、
啓
蒙
に
貢
献

し
て
き
た
。
個
人
庭
園
を
主
と
し
て
寺
院

庭
園
も
手
掛
け
て
お
り
、
日
本
庭
園
の
伝

統
的
な
手
法
に
よ
る
作
庭
を
範
と
し
な
が

ら
も
現
代
的
な
セ
ン
ス
も
加
味
し
た
丁
寧

な
仕
事
ぶ
り
は
施
主
の
信
頼
を
得
て
い

る
。こ
つ
こ
つ
と
精
進
を
重
ね
る
姿
勢
は
、

後
輩
た
ち
の
良
い
目
標
で
あ
り
支
部
活
動

を
続
け
て
行
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
人
材
と
し
て
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
本
協
会
の
主
要
事
業
で
あ
る
伝
統
庭

園
技
塾
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
築
庭
事
業
に
地
元
会
員
と
し
て
協

力
し
て
い
る
。

盃型の水鉢の周囲を石積みと桜御影石の乱張りで修
景する「目黒邸」のつくばい周り

乱張りの延段と小端立て瓦の直線と曲線が美しい「吉野邸」

日本庭園協会賞

奨励賞

日本庭園協会賞

奨励賞

坂
本 

利
男 

氏
（
山
口
県
・
坂
本
造
園
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
43
年
５
月
26
日
山
口
市
生
ま
れ
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
別
れ
を
告
げ
26
歳

で
家
業
の
坂
本
造
園
に
入
社
、
平
成
24
年

代
表
取
締
役
就
任
。
庭
づ
く
り
の
道
へ
入

る
や
、
寝
る
間
も
惜
し
み
努
力
を
重
ね
て

力
を
蓄
え
、
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
ガ
ー

デ
ン
シ
ョ
ー
で
受
賞
を
重
ね
て
き
た
。
中

で
も
平
成
20
年
に
Ｔ
Ｖ
東
京「
テ
レ
ビ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン　

日
本
庭
園
職
人
選
手
権
」
で

優
勝
し
活
動
の
場
が
全
国
に
広
が
り
多
忙

と
な
っ
た
。
平
成
22
年
に「
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
」
で
の
金
賞
受
賞
以
降
は
競
技
大

会
等
に
は
す
べ
て
不
参
加
。
常
に
新
し
い

も
の
に
挑
戦
し
続
け
優
雅
で
趣
と
安
ら
ぎ

の
あ
る
庭
を
生
み
出
し
て
い
る
。
岩
国
市

に
あ
る
「
い
ろ
り
山
賊
」
錦
店
は
市
街
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
山
の
中
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
大
勢
の
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り

庭
園
が
料
理
や
建
物
と
並
ぶ
名
物
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
個
人
庭
園
、
寺
院
庭
園

の
ほ
か
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
タ
ナ
ク
ク
村
小

学
校
に
日
本
庭
園
を
作
庭
し
て
い
る
。

周囲に自生する樹木を多く使い建物が樹林に点在す
る景色をつくる「いろり山賊」錦店

子供たちも楽しめるよう「いろり山賊」錦店の自然
な流れの中にはサワガニや川魚を放流した

訂正 庭園協会ニュース 79号６ページ３段目の写真説明が編集者の手違いで間違っていました。茶室名は「憶昔」（いくじゃく）ではなく「澆花亭」（ぎょ
うかてい）でした。「憶昔」（いくじゃく）は飛雲閣西側に付いて設けられています。訂正してお詫びいたします。

さ
か
も
と    

と
し
お

い
と
う      

い
ち
ろ
う
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後
藤 

幸
雄 

氏
（
北
海
道
・
後
藤
造
園
）

  

ご
と
う　

  

ゆ
き
お

も
り　

か
ず
よ
し

ほ
ん
だ　

ひ
さ
し

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
25
年
３
月
１
日
函
館
市
生
ま
れ
。

西
日
本
短
期
大
学
造
園
科
を
卒
業
後
、
後

藤
造
園
を
継
承
。
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
に
て
開
催
さ
れ
た
本
協
会
主
催
の
伝
統

庭
園
技
塾
に
参
加
し
、
そ
の
経
験
を
函
館

お
よ
び
近
郊
の
造
園
業
者
に
伝
え
、
熱
海

市
上
多
賀
で
の
開
催
時
に
は
北
海
道
か
ら

多
く
の
参
加
者
を
み
た
。
そ
の
後
、
技
塾

受
講
者
が
中
心
と
な
り
平
成
16
年
北
海
道

南
支
部
を
設
立
し
初
代
支
部
長
を
務
め
、

北
海
道
で
初
め
て
の
伝
統
庭
園
技
塾
を
、

「
静
寂
の
里
」
で
開
催
し
た
。
出
身
学
校

が
南
国
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
植
栽
樹
木
に

関
し
て
の
知
識
は
広
く
、
道
外
か
ら
持
ち

込
ま
れ
る
樹
種
に
つ
い
て
も
寒
冷
地
に
即

し
た
工
夫
を
重
ね
る
な
ど
雪
国
の
厳
し
い

気
候
・
風
土
に
適
合
す
る
庭
園
を
探
求
し

続
け
つ
つ
後
進
の
指
導
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
書
物
や
映
像
で
の
知
識
だ
け
に
頼
ら

ず
自
ら
出
向
い
て
体
験
す
る
と
い
う
好
奇

心
と
行
動
力
は
、
後
に
続
く
支
部
会
員
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

自然樹形の落葉樹を多く植栽した函館の沖野邸

【
選
考
経
過
】

　

第
11
回
日
本
庭
園
協
会
賞
・
奨
励
賞
は
、

平
成
26
年
12
月
10
日
に
日
本
庭
園
協
会
賞

選
考
委
員
会
（
委
員
長
：
金
子
直
作　

副

委
員
長
：
大
平
暁
・
廣
瀬
慶
寛　

委
員
：

青
木
美
樹
子
・
柴
田
正
文
・
高
橋
康
夫
・

望
月
敬
生
）
を
組
織
し
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク

に
候
補
者
の
推
薦
依
頼
を
し
た
。
選
考
委

員
会
で
は
本
協
会
会
員
を
対
象
と
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
作
庭
、
調
査
研
究
な
ど
の

活
動
実
績
や
地
域
に
お
け
る
庭
園
技
術
の

普
及
活
動
な
ど
、
本
協
会
へ
の
事
業
の
功

績
と
い
っ
た
諸
成
果
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
選
抜
し
た
。
こ
の
あ
と
理
事
会
の
承
認

を
得
て
決
定
し
た
。

（
日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
長 

金
子
直
作
）

【
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
】

第
１
回　

平
成
４
年　

河
西　

力
（
静
岡
県
）

第
２
回　

平
成
５
年　

鈴
木
直
衛
（
静
岡
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
口
基
實
（
長
野
県
）

第
３
回　

平
成
６
年　

曽
根
三
郎
（
京
都
府
）

（
平
成
７
〜
16
年
は
休
止
）

第
４
回　

平
成
17
年　

横
山
英
悦
（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
良
仁
（
埼
玉
県
）

第
５
回　

平
成
18
年　

三
鍋
光
夫
（
新
潟
県
）

第
６
回　

平
成
19
年　

廣
瀬
慶
寛
（
神
奈
川
県
）

第
７
回　

平
成
20
年　

古
平
貞
夫
（
茨
城
県
）

第
８
回　

平
成
21
年　

小
沼
康
子
（
東
京
都
）

　
　
　
　

平
成
22
年　

該
当
者
な
し

第
９
回　

平
成
23
年　

小
泉
隆
一
（
福
島
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬
辰
臣
（
千
葉
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
將
人
（
愛
媛
県
）

（
平
成
24
〜
25
年
は
選
考
規
定
策
定
の
た
め
休
止
）

第
10
回　

平
成
26
年　

該
当
者
な
し

　
　
　
　
　

  

奨
励
賞 

田
中
徳
夫 

（
山
梨
県
）

平成27年度

日本庭園協会賞

厳しい自然環境の中でも水の流れは心を鎮める

日本庭園協会賞３氏に奨励賞は２氏に

日本庭園
協会賞

本
田 

壽 

氏
（
石
川
県
・
ピ
ー
エ
ヌ
シ
ー
工
業
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
23
年
６
月
11
日
金
沢
市
生
ま
れ
。

東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
卒
業
後
、（
株
）

石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア
入
社
、
昭
和
53
年

ピ
ー
エ
ヌ
シ
ー
工
業
（
株
）
入
社
、
平
成

６
年
代
表
取
締
役
就
任
。
初
代
支
部
長
岩

谷
浩
三
氏
の
後
、
平
成
15
年
か
ら
20
年
ま

で
石
川
県
支
部
長
を
務
め
る
。
屋
上
庭
園

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
作
品
は
個
人

住
宅
庭
園
か
ら
寺
院
庭
園
、
企
業
施
設
の

庭
園
と
幅
広
い
。Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
設
計
に

も
早
く
か
ら
対
応
す
る
柔
軟
性
も
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
、
支
部
研
修
会
に
お
い
て
は

設
計
や
パ
ー
ス
作
図
の
指
導
を
す
る
な
ど

協
会
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
作
庭
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
自
分
を

白
紙
に
し
て
依
頼
者
と
の
話
し
合
い
を
通

し
て
自
然
に
出
て
く
る
形
を
大
事
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
数
々
の
名
園
が
あ
り

庭
園
材
料
に
も
恵
ま
れ
た
金
沢
と
い
う
立

地
に
あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
、
真
摯
に
庭
と
向

か
い
合
う
姿
は
人
柄
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

クレフィール湖東別館（ゲストハウス）正面玄関周辺

エントランスロビーからゲストハウス「あけくれ」中庭
を望む

下関市の城下町長府に昨年６月オープンした長府製作所
記念館「螢遊苑」の滝流れ

日本庭園
協会賞

森 

和
義 

氏
（
山
口
県
・
森
芳
楽
園
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

昭
和
28
年
３
月
30
日
下
関
市
生
ま
れ
。

東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
卒
業
後
、
京
都

の
庭
師
、
小
島
佐
一
氏
に
師
事
し
日
本
庭

園
の
デ
ザ
イ
ン
の
真
髄
と
技
術
を
学
ぶ
。

昭
和
54
年（
株
）芳
楽
園
入
社
、
平
成
10
年

代
表
取
締
役
就
任
。
学
生
時
代
よ
り
全
国

の
古
庭
園
を
中
心
に
何
百
も
の
庭
園
を
巡

り
、
目
を
肥
や
す
と
共
に
、樹
木
学
・
都
市

計
画
学
・
公
共
緑
地
学
な
ど
を
専
攻
し
学

ぶ
。
下
関
市
長
府
庭
園
前
庭
お
よ
び
滝
流

れ
、
長
府
毛
利
邸
庭
園
改
修
な
ど
地
元
の

伝
統
庭
園
の
整
備
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

仕
事
以
外
で
の
奉
仕
活
動
、
地
域
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
信
頼
と
尊
敬
を
受
け

て
い
る
。平
成
15
年
に
は
下
関
市
と
友
好

関
係
の
あ
る
ト
ル
コ　
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で

の
作
庭
に
よ
り
両
国
の
友
好
の
絆
を
一
層

高
め
た
。
昨
年
完
成
し
た
長
府
製
作
所
記

念
館「
螢
遊
苑
」の
日
本
庭
園
は
城
下
町

の
古
い
街
並
み
の
中
に
新
た
な
名
所
を
誕

生
さ
せ
た
と
し
て
評
価
を
得
て
い
る
。トルコ 　イスタンブールの日本庭園は 7,000 平方メートル

の敷地に茶室、四阿を有する

日本庭園
協会賞

平成 27 年度の日本庭園協会賞は後藤幸雄氏、本田壽氏、森和義氏に、
奨励賞は伊藤一郎氏、坂本利男氏に贈られることに決定。

平成 27 年３月 18 日に東京の明治神宮文化館で開かれる協会定期総会の席上、
表彰式を行い、賞状および記念品が授与される。
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